
氏名 吉村 治正

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・社会学基礎

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

総合社会学科主任、社会調査協会連絡責任者

授業科目

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

Department of Sociology, the University of Chicago.

Ph.D.

社会学、社会調査論、社会学方法論、職業社会学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

①30～32年度文部科学省科学研究費（基盤研究B）『内閣府世論調査の測定誤差の研究』（課題番
号  18H00940）研究代表者
②28～30年度文部科学省科学研究費（基盤研究A)『多肢選択肢における回答行動の統合的研究』
（課題番号16H02050、研究代表者　坂上貴之：慶應義塾大学）研究分担者

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・社会学特論Ⅰ・Ⅱ

平　成　30　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本社会学会、日本行動計量学会、経済社会学会、American Sociological
Association.

中規模に適正化された社会調査データの収集と分析、労働市場形成過程の分析

学部担当科目

・地域社会学
・社会学基礎
・量的分析法
・社会調査実習（一）
・演習Ⅰ～Ⅳ
・社会調査法



単著

共著

2019年1月

ウェブ調査における回答精度に関する
研究事例報告

慶應義塾大学主催シンポジウム「多肢
選択肢における回答行動の統合的研究
をめざして」での招待研究報告

②「非回答バイアスは存在しな
い？―失敗した社会調査の示唆
するもの―」

2018年8月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

日本行動計量学会大会

2019年3月

慶應義塾大学

『奈良大学紀要』、第
47号

2019年2月
社会学における態度測定の学説史的研
究

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

①

③

④

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

②

②

青森県庁委託研究事業報告書（非売
品）

⑤

④

①『平成30年度青森県自殺防止
対策取り組み検証事業報告書』

（その他）

③

（学会発表）

①「シカゴ社会学の社会調査の系譜
（一）　Emory Bogardusの調査法」

⑤

②

⑤

①「ウェブ調査の職業的回答者
は問題とされるべきなのか」

③

④


